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貝原棚田で田植えをしたよ
5 月 19 日、春日小学校の全校児童が、貝原棚田で田植えを体験。
同校では毎年、貝原棚田保存会や春日公民館の協力を受けて、
田植えから収穫までの米作りを学んでいます。
子どもたちは、はだしで田んぼに入り、

「ひとめぼれ」の苗を田んぼ 4 枚（約 200 平方メートル）に植えました。
順調に育てば、9 月下旬には刈入れです。

【貝原棚田（春日美束）】
　ぎふの棚田21選の1つ。面積は約3.5ha、170枚ほどの水田が階段状に広がる。
　300年以上前の江戸中期には、寺本集落の人々によって開田されていたとされる。
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いびがわマラソン2016のエントリーを５月16日に開始したとこ
ろ、地元枠に340人を超えるお申込みをいただきました。右のグラ
フのとおり、10年前にくらべ約３倍以上の方がエントリーしていま
す。いびがわマラソンは、揖斐川町の住民の皆さんのスポーツ振興も
目的にしているため、町としても大きな成果を得ていると喜んでいま
す。
応援やボランティアで参加する子どもたちが、大きくなって、自分
たちが創り上げてきた大会に、ランナーとして参加することが増える
といいですね。
※期限内にお申込みいただいた皆さんは、エントリーが完了してい
ますので、ご安心ください。

募 集 期 間	 7 月 15 日（金）～ 9 月 6 日（火）まで　
応 募 先	 いびがわマラソン事務局　（揖斐川町役場内）
	 町内の小中学生は、各学校へ提出してください。
注 意 事 項	 ・応募作品の著作権は、いびがわマラソン実行委員会に帰属し

ます。
	 ・応募は、未発表の作品に限ります。作品は返却しません。
各 賞		 最優秀賞１人　優秀賞４人
	 （小学生の部、中学生以上の部）　※賞状あり
作品の使用	 2016 大会プログラムや、お手紙集表紙などに掲載します。
	 応募作品は、大会前日から当日まで各施設や会場に展示します。

【お問い合せ】いびがわマラソン事務局　℡　0585-23-0117

　あなたの絵で、全国から集まる１万人のランナーを温かくお迎えして、
一人ひとりのランナーを元気にしませんか？
　皆さんの心のこもった応援ポスターをお待ちしています。

一般のエントリーは、６月６日に開始し、フル31分、ハーフ32分で、定員に達しました。全国的なマラソンブームにより、
新しい都市型の大会が次々誕生しているため、エントリーが減るのではないかという不安がありました。しかし、今年も大
勢のランナーにお申込みいただき、いびがわマラソンを走りたいという皆さんの熱い気持ちを感じています。
また、ランニング専門誌「ランナーズ」では、今年もランナーが選ぶ全国ランニング大会100撰の募集がありました。
全国の1,600を超える大会から、いびがわマラソンは19年連続、100	撰に選出されました。1997年大会からこの企画

が行われていますが、19年連続というのは、全国でも最多の選出回数です。
1万人を超えるランナーが、大会を楽しみに練習に励んでいらっしゃいます。その期待に応えられるよう、万全な準備を進
めてまいりますので、皆さんのご理解とご協力をお願いいたします。

町内ランナーの推移

▼2015最優秀作品（小学生の部）

▲2015最優秀作品（中学生以上の部）

インターネットエントリーは、
32分で定員になりました

地元枠へのお申込み、
ありがとうございました

応援ポスター募集！

≪応募規定≫
◆画用紙サイズは、四つ切サイズに限ります。（約 542mm × 382mm）
◆画用紙のタテ・ヨコ使いは、自由です。
◆使用する画材：自由（絵の具、マジック、色鉛筆、切り絵など）
◆標語：「いびがわマラソン 2016」とランナーへの応援メッセージを
　　　　自由に入れてください。

あなたがイメージするいびがわマラソン、
そしてランナーを応援する気持ちを絵に
してください！

2013より地元枠を導入！
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5
月
25
日（
水
）、
岐
阜
県
と
揖
斐
川
町
の

間
で
、「
揖
斐
川
町
城
台
山
の
整
備
推
進
に

関
す
る
協
定
」
を
締
結
し
ま
し
た
。

こ
の
協
定
は
、
岐
阜
県
に
環
境
モ
デ
ル
林

と
し
て
選
ば
れ
た「
城
台
山
」
の
整
備
を
進

め
る
た
め
の
も
の
で
す
。

今
後
、
城
台
山
に
は
、
新
た
な
遊
歩
道
が

設
置
さ
れ
、
山
の
管
理
や
里
山
体
験
、
環
境

教
育
活
動
の
拠
点
と
な
る
施
設
、
展
望
休
憩

施
設
な
ど
が
作
ら
れ
る
予
定
で
す
。

ま
た
、
整
備
後
は
、
プ
レ
ー
ヤ
ー
（
城
台

山
を
守
る
会
）
に
引
き
継
が
れ
、
地
域
の
山

と
し
て
管
理
さ
れ
て
い
き
ま
す
。

式
典
で
城
台
山
を
守
る
会
の
山
口
会
長
は

「
城
台
山
は
自
分
が
子
ど
も
の
と
き
か
ら
遊

び
育
っ
た
場
所
。
そ
の
よ
う
な
場
所
を
維
持

し
て
い
く
た
め
に
今
回
の
協
定
が
結
ば
れ

て
、
本
当
に
嬉
し
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

揖
斐
川
町
と
北
海
道
芽
室
町
の
友
好
都
市

提
携
10
周
年
を
機
に
、
JA
い
び
川
と
JA
め
む

ろ
の
連
携
を
よ
り
深
め
よ
う
と
、
５
月
20
日

（
金
）、友
好
提
携
協
定
が
締
結
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
協
定
は
、
両
JA
の
組
合
員
の
営
農
と

生
活
の
向
上
や
経
営
の
安
定
、
ま
た
自
然
災

害
な
ど
の
緊
急
時
に
互
い
に
助
け
合
う
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
た
調
印
式

で
は
、
JA
い
び
川
の
堀
尾
組
合
長
が
、「
地

域
農
業
発
展
と
農
家
所
得
向
上
に
向
け
、
手

を
取
り
合
い
産
地
間
交
流
を
進
め
た
い
」と
、

ま
た
JA
め
む
ろ
の
辻
組
合
長
が「
互
い
に
交

流
を
深
め
、
持
続
可
能
な
農
業
を
次
世
代
に

引
き
継
ぎ
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

調
印
式
に
は
、
今
回
の
協
定
の
契
機
と

な
っ
た
揖
斐

川
町
と
芽
室

町
の
宗
宮
・

宮
西
両
町
長

や
宇
佐
美
大

野
町
長
、
岡

㟢
池
田
町
長

が
立
会
い
、

協
定
に
よ
る

各
町
の
産
業
・

経
済
の
末
永

い
発
展
に
期

待
を
寄
せ
ま

し
た
。

5
月
10
日（
火
）、
大
和
お
よ
び
揖
斐
小
学

校
の
3
年
生
児
童
が
、
桂
茶
生
産
組
合
の
お

茶
工
場
を
見
学
し
ま
し
た
。

こ
の
活
動
は
、
児
童
に
地
場
産
業
に
興
味

を
も
っ
て
も
ら
い
、
郷
土
の
特
産
品
に
つ
い

て
学
ん
で
も
ら
う
た
め
に
、
毎
年
春
の
一
番

茶
の
時
期
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

児
童
ら
は
、
組
合
の
職
員
か
ら
、
い
び
茶

が
ど
の
よ
う
に
生
産
さ
れ
る
の
か
に
つ
い
て

の
話
を
聞
き
、
実
物
の
機
械
を
目
の
当
た
り

に
し
な
が
ら
興
味
深
く
学
ん
で
い
ま
し
た
。

見
学
の
後
に
は
今
年
採
れ
た
一
番
茶
の
煎

茶
と
か
ぶ
せ
茶
の
試
飲
を
行
い
、
地
元
で
作

ら
れ
た
お
茶
を
味
わ
い
ま
し
た
。

参
加
し
た
児
童
は
、「
地
元
で
作
ら
れ
て

い
る
お
茶
に
つ
い
て
、
深
く
知
る
こ
と
が
で

き
て
う
れ
し
か
っ
た
」
と
感
想
を
話
し
ま
し

た
。

揖
斐
高
等
学
校
生
ら
町
内
の
青
年
を
対
象

と
し
て
、
地
元
で
就
業
す
る
方
法
や
そ
の
魅

力
に
つ
い
て
知
る「
地
域
就
業
講
座
」
が
、

５
月
13
日（
金
）
に
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
「
は

な
も
も
」
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

郡
上
市
で
Ｉ
Ｔ
事
業
を
営
み
な
が
ら
、
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
Ｈ
Ｕ
Ｂ　

Ｇ
Ｕ
Ｊ
Ｏ
代
表
と
し
て

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
赤
塚
良
成
さ
ん
が
講

師
と
な
り
、
Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン
者
が
連
携
し
、

新
し
く
起
業
し
た
多
く
の
事
例
を
紹
介
し
ま

し
た
。

赤
塚
さ
ん
は
、
地
元
の
間
伐
材
で
作
っ
た

郡
上
踊
り
の
下
駄
や
割
り
箸
、
地
場
産
業
を

活
か
し
た
手
ぬ
ぐ
い
や
う
ち
わ
の
製
作
、
ス

キ
ー
場
で
役
立
つ
ア
プ
リ
の
開
発
の
ほ
か
、

郡
上
市
に
居
な
が
ら
大
都
市
圏
の
仕
事
を
パ

ソ
コ
ン
で
こ
な
す「
テ
レ
ワ
ー
ク
」
な
ど
の

事
業
展
開
を
話
し
ま
し
た
。

生
徒
ら
は
、「
新
し
い
発
想
で
次
々
と
事

業
す
る
姿
が
か
っ
こ
い
い
」、「
地
元
で
就
職

し
た
い
」
な
ど
と
感
想
を
話
し
ま
し
た
。

▲協定に署名した瀬上県林政部長（中左）と
　宗宮町長（中右）

▲JA組合長（中２人）を囲む各町の町長ら

▲いび茶工場見学をする児童

▲赤塚さんの話を傾聴する揖斐高生ら

JA
い
び
川
と
JA
め
む
ろ
が

友
好
協
定
、
産
地
交
流
を
推
進

「
い
び
茶
」
工
場
を

小
学
生
が
見
学

「
地
域
就
業
講
座
」

揖
斐
高
生
ら
が
地
元
で
働
く
魅
力
を
知
る

揖
斐
川
町
城
台
山
の
整
備

推
進
に
関
す
る
協
定
締
結
式
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5
月
29
日（
日
）、
市
場
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
、

第
11
回
揖
斐
川
町
消
防
操
法
大
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
消
防
技
術
の
向
上
を
目
的
と
し

た
こ
の
大
会
に
は
、
町
内
の
消
防
団
か
ら
小

型
ポ
ン
プ
の
部
30
チ
ー
ム
、
ポ
ン
プ
車
の
部

16
チ
ー
ム
が
出
場
し
ま
し
た
。

動
作
の
正
確
さ
や
ス
ピ
ー
ド
を
競
う
消
防

操
法
で
は
、
日
頃
の
訓
練
や
チ
ー
ム
ワ
ー
ク

が
試
さ
れ
ま
す
。

郡
大
会
へ
の
出
場
権
が
か
か
っ
た
こ
の
大

会
、
ど
の
チ
ー
ム
も
白
熱
し
た
操
法
を
展
開

し
ま
し
た
。

出
場
隊
の
皆
さ
ん
、
お
疲
れ
様
で
し
た
。

大
会
の
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

《
小
型
ポ
ン
プ
の
部
》

　

優　

勝　

小
島
分
団　

第
４
班

　

準
優
勝　

大
深
分
団　

第
２
班

　

３　

位　

小
島
分
団　

第
１
班

　

４　

位　

大
深
分
団　

第
３
班

　

５　

位　

揖
斐
分
団　

第
２
班

　

６　

位　

清
水
分
団　

第
１
班

《
ポ
ン
プ
車
の
部
》

　

優　

勝　

揖
斐
分
団　

第
２
班

　

準
優
勝　

大
和
分
団　

第
１
班

　

３　

位　

名
礼
分
団　

第
１
班

　

４　

位　

北
方
分
団

　

５　

位　

坂
下
分
団

　

６　

位　

小
島
分
団　

第
２
班

５
月
28
日（
土
）
と
29
日（
日
）
の
２
日
間
、

花
と
緑
を
テ
ー
マ
と
し
た
祭
典「
い
び
花
と

緑
の
ま
つ
り
２
０
１
６
」
が
地
域
交
流
セ
ン

タ
ー
「
は
な
も
も
」
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

愛
好
団
体
で
つ
く
る
実
行
委
員
会
が
主
催

し
た
こ
の
イ
ベ
ン
ト
に
は
盆
栽
や
色
と
り
ど

り
の
サ
ツ
キ
、
古
木
、
寄
せ
植
え
な
ど
の
丹

精
込
め
て
作
ら
れ
た
作
品
、
１
１
７
点
が
展

示
さ
れ
、来
場
者
の
目
を
楽
し
ま
せ
ま
し
た
。

ま
つ
り
で
は
、
花
の
苗
の
無
料
配
布
や
、

鉢
植
え
な
ど
の
販
売
も
行
わ
れ
、
多
く
の
人

で
賑
わ
い
ま
し
た
。

ま
た
、
会
場
に
設
置
さ
れ
た
花
と
緑
の
相

談
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
花
や
盆
栽
の
手
入
れ
の

ア
ド
バ
イ
ス
が
行
わ
れ
、
来
場
者
は
熱
心
に

耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

５
月
15
日（
日
）、地
域
交
流
セ
ン
タ
ー「
は

な
も
も
」
で
い
び
が
わ
健
康
福
祉
フ
ェ
ア

２
０
１
６
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

人
の
健
康
と
福
祉
に
関
す
る
こ
の
イ
ベ
ン

ト
で
は
、
健
康
福
祉
団
体
の
活
動
紹
介
や
子

ど
も
た
ち
の
作
品
展
示
、
健
康
相
談
コ
ー

ナ
ー
な
ど
が
設
け
ら
れ
、
参
加
者
は
健
康
づ

く
り
や
福
祉
へ
の
関
心
を
深
め
て
い
ま
し

た
。ホ

ー
ル
で
は
、
中
京
大
学
ス
ポ
ー
ツ
科
学

部
教
授
お
よ
び
中
京
大
学
大
学
院
体
育
学
研

究
科
教
授
の
湯
浅
景
元
氏
が「
人
生
を
楽
し

く
す
る
運
動
の
ス
ス
メ
～
一
流
ス
ポ
ー
ツ
選

手
に
見
る
健
康
法
～
」
と
題
し
て
、
80
歳
ま

で
一
人
で
買
い
物
に
行
け
る
こ
と
を
目
指
し

た
健
康
法
に
つ
い
て
講
演
を
さ
れ
ま
し
た
。

参
加
者
は
、
湯
浅
氏
の
ユ
ー
モ
ア
を
交
え

た
講
演
に
時
折
笑
い
な
が
ら
、
熱
心
に
聞
き

入
っ
て
い
ま
し
た
。

▲ポンプ車の部優勝　揖斐分団　第２班 ▲小型ポンプの部優勝　小島分団　第４班

▲アイマスクをして視覚障がい者の
体験をする参加者

▲展示された花を観賞する来場者

第
11
回
揖
斐
川
町
消
防
操
法
大
会

～
迅
速
・
適
切
な
消
化
活
動
の
基
礎
と
な
る
操
法
技
術
を
競
う
～

い
び
花
と
緑
の
ま
つ
り

２
０
１
６

い
び
が
わ
健
康
福
祉
フ
ェ
ア

２
０
１
６
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５
月
21
日（
土
）、
22
日（
日
）
の
２
日
間
、

朝
鳥
公
園
前
の
揖
斐
川
特
設
カ
ヌ
ー
競
技
場

で
国
体
東
海
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

今
秋
開
催
さ
れ
る
岩
手
国
体
カ
ヌ
ー
競
技

の
東
海
地
区
予
選
を
兼
ね
た
本
大
会
は
、
東

京
五
輪
を
見
据
え
た
国
際
ル
ー
ル
で
実
施
さ

れ
、
揖
斐
川
チ
ャ
レ
ン
ジ
２
０
１
６
カ
ヌ
ー

ス
ラ
ロ
ー
ム
・
ワ
イ
ル
ド
ウ
ォ
ー
タ
ー
競
技

会
も
併
せ
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

両
日
と
も
好
天
に
恵
ま
れ
、
五
輪
出
場
経

験
者
を
含
む
選
手
た
ち
は
日
頃
の
練
習
の
成

果
を
競
い
合
い
、
男
女
と
も
に
岐
阜
県
の
選

手
が
第
一
位
を
獲
得
、
岩
手
国
体
へ
の
切
符

を
手
に
し
ま
し
た
。

９
月
に
は
同
揖
斐
川
会
場
で
ジ
ャ
パ
ン

カ
ッ
プ
の
開
催
が
予
定
さ
れ
て
お
り
、
再
び

迫
力
あ
る
勇
姿
を
魅
せ
て
く
れ
る
こ
と
を
期

待
し
て
い
ま
す
。

5
月
12
日（
木
）、
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー

「
は
な
も
も
」で
平
成
28
年
度
揖
斐
郡
ス
ポ
ー

ツ
推
進
委
員
連
絡
協
議
会
総
会
が
開
催
さ

れ
、
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
功
労
者
が
表
彰
さ

れ
ま
し
た
。

■
揖
斐
郡
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員

功
労
者
表
彰
受
賞
者

中な
か

川が
わ

順よ
り

人と

さ
ん（
西
横
山
）

末す
え

永な
が

浩こ
う

一い
ち

さ
ん（
北
方
）

お
二
人
は
平
成
24
年
度
か
ら
ス
ポ
ー
ツ
推

進
委
員
と
し
て
活
動
さ
れ
て
お
り
、
地
域
の

ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
推
進
に
貢
献
さ
れ
た
功
労

が
認
め
ら
れ
、
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

５
月
12
日（
木
）、
岐
阜
県
の
発
展
や
福
祉

の
増
進
に
功
績
の
あ
っ
た
方
々
の
表
彰
が
ふ

れ
あ
い
福
寿
会
館
で
行
わ
れ
、
揖
斐
川
町
か

ら
は
次
の
お
二
人
が
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

■
岐
阜
県
各
界
功
労
者
表
彰
受
賞
者

松ま
つ

井い

義よ
し

孝た
か

さ
ん（
谷
汲
長
瀬
）

（
岐
阜
県
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長
職
務
代

理
者
と
し
て
長
年
、選
挙
管
理
事
務
に
尽
力
）

堀ほ
り

口ぐ
ち

賢け
ん

一い
ち

さ
ん（
谷
汲
深
坂
）

（
旧
谷
汲
村
長
お
よ
び
谷
汲
観
光
協
会
長
と

し
て
産
業
振
興
や
教
育
・
福
祉
の
向
上
に
貢

献
）

行
政
相
談
委
員
の
瀧た
き

瀬せ

忠た
だ

彦ひ
こ

さ
ん（
谷
汲

長
瀬
）
が
、
中
部
管
区
行
政
評
価
局
長
表
彰

を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
表
彰
は
、
行
政
相
談
の
仕
事
で
功
績

を
残
し
た
人
に
対
し
て
、
総
務
省
の
地
方
分

局
で
あ
る
中
部
管
区
行
政
評
価
局
か
ら
送
ら

れ
る
も
の
で
す
。

瀧
瀬
さ
ん
は
行
政
相
談
委
員
を
平
成
15
年

か
ら
務
め
ら
れ
、
行
政
へ
の
要
望
や
苦
情
の

解
決
に
尽
力
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

▲カヌースラローム競技

▲受賞された中川さん（左）と末永さん（右）

▼堀口賢一さんの表彰状

▲松井義孝さんの表彰状

▲受賞した瀧瀬忠彦さん（左）

揖
斐
郡
ス
ポ
ー
ツ

推
進
委
員
功
労
者
表
彰

岐
阜
県
各
界
功
労
者
表
彰

中
部
管
区
行
政評

価
局
長
表
彰

第
37
回 

カ
ヌ
ー

東
海
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
開
催
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平成28年度揖斐川町青少年育成町民会議総会が、５月21日（土）揖斐川町地域交流センター「はなもも」ホー
ルで開催され、基本方針・重点目標や町民会議全体の取組、『青少年部会』『家庭部会』『環境部会』のそれぞれ
の活動計画などが承認されました。
総会で承認された町民会議の取組および３つの部会による活動内容は、次のとおりです。

部会名 青少年部会 家庭部会 環境部会

重点目標

青少年の主体性を引き出し、生き生き
と活躍できる体験活動の場を仕組むこ
とを通して、地域社会の一員として考
え行動できる「地域社会人」を育てる
ことをめざす。

家族や地域住民の心が通い合う活動を
通して、人と人とのつながりの温かさ・
大切さを認識し、思いやりあふれる家
庭や地域づくりをめざす。

青少年を取り巻く環境に関心をもち、
ふるさと揖斐川町をさらに住みよい町
にしていく取組を通して、青少年が安
全で安心して生活できる環境づくりを
めざす。

具体的な取組

●�地元高校生に対して、青少年が
ボランティアに参加することの
意義を説明し、自主的・積極的
な参加を依頼する。

●�地元高校生に参画してほしい行
事を選定し、高校生が主体的に
活動・活躍できるための手だて
を工夫する。

●�家族時間が増えるようにするた
め、公民館など関係機関と連携
しながら、地域の実情に応じた
工夫をする。
・家族参加型行事の推進
・�ラジオ体操への親子での参加
を推奨

●�募集した「我が家の家族時間」な
どから家族のあり方を分析する。

●�あったかい言葉かけ運動を推進
する。

●�地域の実情に応じた、あったか
い言葉をかけられるような工夫
の実践。
・のぼり旗での啓発活動
・各種行事で名札を活用する。
・�子ども、大人の自己紹介の場を
設定する。

揖斐川町青少年育成町民会議総会開催！　～青少年の健全育成を願って～

町民会議全体の取組
＊早寝 早起き朝ごはん運動の推進
＊あったかい言葉の募集
＊夏休みラジオ体操の推進

「守りたい、地域のぬくもり」 白
しら

川
かわ

　夏
なつ

穂
ほ

さん（揖斐川中学校３年）

「僕を変えた大切な時間」 宗
そう

宮
みや

　弘
ひろ

武
む

さん（北和中学校３年）

「発想を変えていこう」 岡
おか

本
もと

　　萌
もえ

さん（谷汲中学校３年）

「夢　その実現に向けて」 山
やま

上
かみ

　海
あま

音
ね

さん（坂内中学校３年）

「今、不登校で悩んでいる人、家族、大人へ」 髙
たか

橋
はし

　紫
し

音
おん

さん（西濃学園中学校３年）

青
少
年
の
作
文
発
表

ス
ポ
ー
ツ
優
秀
者�

激
励
会

大
会
に
出
場
さ
れ
る
皆
さ
ん
の
激
励
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

【
高た
か

円ま
ど
の

宮み
や

賜し

杯は
い

第
36
回
全
日
本
学
童

軟
式
野
球
マ
ク
ド
ナ
ル
ド
・
岐
阜
県
予
選
会
】

　

清
水
野
球
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団�

交
流
大
会�

開
催

５
月
22
日（
日
）、
揖
斐
川
健
康
広
場
ア

リ
ー
ナ
で
、
第
39
回
揖
斐
川
町
ス
ポ
ー
ツ
少

年
団
交
流
大
会
お
よ
び
清
掃
奉
仕
活
動
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

交
流
大
会
で
は
、
か
け
っ
こ
玉
入
れ
や
団

対
抗
の
大
縄
跳
び
な
ど
が
行
わ
れ
、
子
ど
も
、

大
人
を
問
わ
ず
参
加
者
全
員
が
仲
良
く
交
流

を
深
め
、チ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
競
い
合
い
ま
し
た
。

交
流
大
会
後
の
清
掃
奉
仕
活
動
で
は
、
競

技
で
使
用
し
た
ア
リ
ー
ナ
内
の
清
掃
活
動
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
日
ご
ろ
施
設
を
利
用
す
る

町
民
の
皆
さ
ん
が
、
気
持
よ
く
利
用
で
き
る

よ
う
、フ
ロ
ア
の
ぞ
う
き
ん
掛
け
を
し
た
り
、

窓
ガ
ラ
ス
を
拭
き
ま
し
た
。

揖
斐
川
町
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
で
は
、ス
ポ
ー

ツ
を
通
し
て
心
と
体
を
鍛
え
た
い
子
を
募
集

し
て
い
ま
す
。
ま
た
ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
て
、

揖
斐
川
町
の
子
ど
も
た
ち
の
健
全
育
成
に
協

力
し
て
い
た
だ
け
る
指
導
者
も
募
集
し
て
い

ま
す
。
詳
し
く
は
揖
斐
川
町
ス
ポ
ー
ツ
少
年

団
事
務
局
ま
で
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

【
揖
斐
川
町
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
事
務
局
】

　
揖
斐
川
町
教
育
委
員
会 

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
内

　

℡
２
２

－

２
１
１
１

【
第
63
回
東
海
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
競
技
・
団
体
戦
】

　

大
垣
工
業
３
年　

倉く
ら

橋は
し　

一い
っ

輝き

さ
ん

　

大
垣
工
業
３
年　

牧ま
き

村む
ら　

周
し
ゅ
う

成せ
い

さ
ん

団対抗の大縄跳び
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ラ
ジ
オ
体
操
指
導
者
講
習
会
を
開
催

　

夏
休
み
に
各
地
域
で
ラ
ジ
オ
体
操
が
行
わ

れ
ま
す
。
地
域
の
皆
さ
ん
に
も
、
ラ
ジ
オ
体

操
の
指
導
者
と
し
て
参
加
し
て
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
、
ラ
ジ
オ
体
操
指
導
者
講
習
会
を

開
催
し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

◆
講　

師　

体
操
指
導（
多
胡　
肇
氏
）

　
　
　
　
　

ア
シ
ス
タ
ン
ト

　
　
　
　
　
　
（
松
下　
亜
実
氏
）

◆
日　

時　

７
月
５
日（
火
）

　
　
　
　
　

19
時
30
分
～
21
時

◆
場　

所　

揖
斐
川
健
康
広
場
ア
リ
ー
ナ

◆
参
加
料　

無
料

◆
服　

装　

運
動
の
で
き
る
服
装

◆
持
ち
物　

 

体
育
館
シ
ュ
ー
ズ
、タ
オ
ル
、

飲
料
水

◆
お
問
い
合
せ　

　

揖
斐
川
町
教
育
委
員
会
社
会
教
育
文
化
課

　

℡
２
２

－

２
１
１
１（
内
線
４
７
１
）

公
民
館
活
動

 

揖
斐
公
民
館

《
体
操
教
室
》

◆
日
時　

７
月
22
日（
金
）
19
時
15
分
～

◆
場
所　

揖
斐
公
民
館

《
ラ
ジ
オ
体
操
会
》

◆
日
時　

７
月
24
日（
日
）
６
時
15
分
～

◆
場
所　

揖
斐
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

　
　
　
　
　

※
雨
天　

小
学
校
体
育
館

《
自
然
体
験
教
室
》

◆
日
時　

７
月
24
日（
日
）
９
時
00
分
～

◆
集
合
場
所　

揖
斐
公
民
館

◆
体
験
場
所　

揖
斐
高
原
貝
月
リ
ゾ
ー
ト

《
夏
休
み
子
ど
も
寺
子
屋
教
室
》

※
小
学
生
対
象
の
各
種
教
室

◆
日
時　

７
月
～
８
月

◆
場
所　

揖
斐
公
民
館

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

 

北
方
公
民
館

《
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
》

◆
日
時　

７
月
３
日（
日
）

　
　
　
　

８
時
30
分　

試
合
開
始

◆
場
所　

森
前　

北
和
グ
ラ
ウ
ン
ド

　
　
　
　

※
雨
天
等
中
止

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

 

𦙾
永
公
民
館

《
ふ
れ
あ
い
夏
ま
つ
り
》

◆
日
時　

７
月
24
日（
日
）
９
時
～
13
時

◆
場
所　

𦙾
永
公
民
館

《
第
１
回
夏
休
み
出
前
教
室（
読
書
感
想
文
）》

◆
日
時　

７
月
26
日（
火
）

　
　
　
　

９
時
～
11
時
30
分

◆
場
所　

𦙾
永
公
民
館

《
第
２
回
夏
休
み
出
前
教
室

（
エ
コ
も
の
づ
く
り
）》

◆
日
時　

７
月
28
日（
木
）

　
　
　
　

９
時
～
11
時
30
分

◆
場
所　

𦙾
永
公
民
館

《
第
３
回
夏
休
み
出
前
教
室（
絵
画
）》

◆
日
時　

７
月
29
日（
金
）

　
　
　
　

９
時
～
11
時
30
分

◆
場
所　

𦙾
永
公
民
館

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

 

久
瀬
公
民
館

《
久
瀬
地
区
軽
ス
ポ
ー
ツ
大
会
》

◆
日
時　

７
月
３
日（
日
）
8
時
30
分
～

　
　
　
　
　

※
雨
天
時　

 

７
月
10
日（
日
）

◆
場
所　

旧
久
瀬
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

「
ア
ー
ト
い
び
が
わ
２
０
１
６
」
の
開
催

を
通
し
て
、
揖
斐
川
町
の
目
指
す
姿「
自
然

健
幸
の
ま
ち　

い
び
が
わ
」
を
つ
く
り
ま

し
ょ
う
！

ぜ
ひ
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

種
　
目

題

応
募
点
数

短　

歌

雑
詠

二
首
以
内

俳　

句

当
季
雑
詠（
夏
）

二
句
以
内

川　

柳

絆
、
ド
ラ
マ

一
題
二
句

狂　

俳

親
し
む
、
簡
単
、
望
み
、

つ
け
る

一
題
一
句

連　

歌

第
３
「
５
・７
・５
」
春

一
題
二
句

【
応
募
要
項
】

投
稿
用
紙
に
作
品
を
記
入
の
上
、
氏
名
・
住

所
・
電
話
番
号
を
必
ず
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。

作
品
は
、
自
作
・
未
発
表
の
も
の
に
限
り

ま
す
。

投
稿
用
紙
は
、
各
振
興
事
務
所
・
揖
斐
川

町
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
「
は
な
も
も
」
に
あ

り
ま
す
。

投
稿
用
紙
が
入
手
で
き
な
い
場
合
は
、
ハ

ガ
キ
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
も
受
け
付
け
ま
す
。

任
意
の
様
式
に
種
目
、
題
お
よ
び
連
絡
先
を

明
記
し
て
次
の
送
付
先
ま
で
応
募
し
て
く
だ

さ
い
。

【
応
募
締
切
】

　

７
月
29
日（
金
）　

※
期
限
厳
守

【
応
募
・
お
問
い
合
せ
】

　

〒
５
０
１

－

０
６
０
３

　

揖
斐
川
町
上
南
方
２
７
番
地
７

　

揖
斐
川
町
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー

　
「
は
な
も
も
」
内

　

社
会
教
育
文
化
課　

文
化
協
会
担
当
宛
て

　
（
郵
送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
持
参
の
い
ず
れ
か
）

℡
２
２

－

１
１
２
０　

FAX
２
３

－

１
２
２
０

【
入
選
発
表
】
10
月
中
旬

揖
斐
川
歴
史
民
俗
資
料
館

企
画
展

　
「
戦
争
と
ふ
る
さ
と
の

暮
ら
し
」展

私
た
ち
の
暮
ら
し
と
戦
争
と
の
か
か
わ
り

を
テ
ー
マ
に
、
企
画
展
を
開
催
し
ま
す
。
戦

時
下
に
使
用
さ
れ
た
さ
ま
ざ
ま
な
日
用
品

や
、戦
地
へ
の
手
紙
な
ど
の
展
示
を
通
じ
て
、

戦
争
が
暮
ら
し
に
も
た
ら
し
た
影
響
や
、
平

和
の
貴
さ
を
実
感
し
て
い

た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

【
場
所
】　

揖
斐
川
歴
史
民
俗
資
料
館
展
示
室

【
期
間
】　

７
月
15
日（
金
）～
８
月
21
日（
日
）

※ 

こ
の
期
間
中
、７
月
28
日（
木
）・
29
日（
金
）

は
、
午
前
中
、
勾
玉
づ
く
り
講
座
で
同
じ

展
示
室
を
使
用
し
ま
す
。
落
ち
つ
い
て
ご

覧
い
た
だ
け
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

ど
う
ぞ
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

｢

ア
ー
ト
い
び
が
わ
２
０
１
６｣

文
芸
作
品
募
集

揖
斐
川
歴
史
民
俗
資
料
館

臨
時
休
館
日

　

７
月
３
日（
日
）
～
７
月
５
日（
火
）

プロペラ

市民防毒面
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お問い合せ　　揖斐川図書館  ℡ 22－0219　　谷汲図書館  ℡ 56－3733　　坂内図書館  ℡ 53－3860

こ
ど
も
読
書
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

　

こ
ど
も
の
読
書
活
動
を
推
進
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て「
こ
ど
も
読
書
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
」

を
実
施
し
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
期
間　

 

７
月
１
日（
金
）～
８
月
24
日（
水
）

■
対
象　
小
学
生
以
下

■ 

方
法　
図
書
館
に
来
て
１
回
本
を
借
り
る

度
に
、
ス
タ
ン
プ
カ
ー
ド
に
ス
タ
ン
プ
を

押
し
ま
す
。
ス
タ
ン
プ
が
５
つ
た
ま
っ
た

ら
、
ゴ
ー
ル
イ
ン
で
す
。
８
月
27
日（
土
）

開
催
予
定
の
図
書
館
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

で
ゴ
ー
ル
イ
ン
達
成
者
の
表
彰
式
を
行

い
ま
す
。

　

揖
斐
川
図
書
館
、
谷
汲
図
書
館
、
坂
内

図
書
館
共
通
で
す
。

「
親
と
子
の
読
書
の
ひ
ろ
ば
」
ス
タ
ー
ト

乳
幼
児
親
子
を
対
象
の
読
書
と
読
み
聞
か

せ
の
講
座「
親
と
子
の
読
書
の
ひ
ろ
ば
」
が

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

第
１
回
、
５
月
19
日（
木
）
は
、
自
己
紹

介
や
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
を
体
験
し
、
会
員

同
士
の
親
睦
を
深
め
ま
し
た
。

第
２
回
、
６
月
21
日（
火
）
は
、
岐
阜
県

図
書
館
の
司
書
が
講
師
で
、
絵
本
の
選
び
方

や
読
み
聞
か
せ
の
方
法
に
つ
い
て
学
び
ま
し

た
。こ

れ
か
ら
、
毎
月
１
回
の
ペ
ー
ス
で
、
さ

ま
ざ
ま
な
体
験
を
し
な
が
ら
、
絵
本
や
言
葉

に
つ
い
て
理
解
を
深
め
て
い
き
ま
す
。

小
学
３
年
生
が
図
書
館
を
見
学

６
月
上
旬
、
町
内
、
７
つ
の
小
学
校
の
３

年
生
が
徒
歩
や
バ
ス
で
揖
斐
川
、
谷
汲
、
坂

内
図
書
館
を
訪
れ
ま
し
た
。

館
内
の
見
学
を
し
た
後
、
本
の
並
べ
方
や

探
し
方
を
学
習
し
た
り
、
お
話
会
を
聞
い
た

り
し
ま
し
た
。
最
後
に
好
き
な
本
を
５
冊
ず

つ
借
り
て
元
気
よ
く
帰
り
ま
し
た
。

借
り
た
本
は
、
お
父
さ
ん
や
お
母
さ
ん
と

い
っ
し
ょ
に
返
し
に
来
て
く
れ
ま
し
た
。

学
校
図
書
館
・
町
図
書
館
連
携
を
深
め
て

５
月
25
日（
水
）
揖
斐
川
図
書
館
で
、
町

内
の
小
中
学
校
の
図
書
館
主
任
教
諭
と
学
校

図
書
館
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
、
図
書
館
職
員

が
集
ま
り
、
互
い
に
連
携
を
取
り
な
が
ら
、

子
ど
も
の
読
書
活
動
を
進
め
て
い
く
よ
う
話

し
合
い
ま
し
た
。

揖
斐
川
町
で
は
、
平
成
21
年
３
月
に「
揖

斐
川
町
子
ど
も
の
読
書
推
進
活
動
計
画
」
が

揖
斐
川
図
書
館
の
閉
館
時
刻
を

延
長
し
ま
す

期
間　

�
７
月
21
日（
木
）～
８
月
31
日（
水
）

ま
で
の
火
曜
日
か
ら
金
曜
日

開
館
時
間　
9
時
～
19
時
30
分　

※
休
館
日
・
８
月
12
日（
金
）
を
除
く
。

作
成
さ
れ
、
町
内
の
施
設
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
グ
ル
ー
プ
な
ど
と
協
力
し
て
、
子
ど
も

た
ち
の
読
書
普
及
に
努
め
て
き
ま
し
た
。

今
後
も
、こ
う
し
た
会
議
や
研
修
を
重
ね
、

子
ど
も
た
ち
の
最
も
身
近
に
あ
る
学
校
図

書
館
と
町
立
図
書
館
が
協
力
し
て
、
読
書

普
及
に
努
め
ま
す
。

■
７
月
の
休
館
日

毎
週
月
曜
日

７
月
19
日（
火
）
谷
汲
・
坂
内
図
書
館
の
み

■
お
は
な
し
会

谷
汲
図
書
館

　

７
月
16
日（
土
）
10
時
30
分
～

揖
斐
川
図
書
館

　
　
　
　
　
　

お
は
な
し
の
へ
や

7
月
2
日（
土
）

　
　
　

10
時
30
分
～

大
型
絵
本

絵　
　

本
「
あ
り
と
す
い
か
」

「
だ
じ
ゃ
れ

す
い
ぞ
く
か
ん
」
な
ど

大和小学校 3 年生谷汲小学校 3 年生
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揖
斐
川

■水遊び
　テラスにプールを設置し、夏のおもちゃで水遊びをして
います。乳児も水にふれて遊べます。

■プール遊び
　期　間　7月中頃より8月末日まで
　　　　　（気候によって変動あり）
　場　所　揖斐川子育て支援センター・テラスおよび戸外
　持ち物　水着・タオル・水遊び用オムツ・帽子
　＊初回にプールカードを作成します。
　＊天候によって中止する場合があります。

　「孫育てガイドブック」がテレビで紹介され
ました（岐阜県でも制作・発行されています）。
　「親」たちのよりよいサポーターになるため
に、ぜひ読んでみませんか。
　揖斐川子育て支援センターで、無料でお渡し
しています。

　
　
　

７
月
の
予
定

１
日（
金
）	

♪
リ
ト
ミ
ッ
ク

		

　
【
音
楽
と
触
れ
合
い
な
が
ら
遊
ぼ
う
】

　
【
音
楽
と
触
れ
合
い
な
が
ら
遊
ぼ
う
】

４
日（
月
）	

♪
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
【
対
象
・
３
～

【
対
象
・
３
～
1212
か
月
児
】

か
月
児
】

５
日（
火
）	

♪
七
夕
会

８
日（
金
）	

♪
は
み
が
き
教
室

11
日（
月
）	

♪
さ
く
ら
ん
ぼ
交
流（
Ｈ
27
年
度
生
ま
れ
児
）

		

　　
【
水
遊
び
】

【
水
遊
び
】

12
日（
火
）	

♥
お
話
ル
ー
ム
【
お
は
な
し
た
ま
ご
】

【
お
は
な
し
た
ま
ご
】

13
日（
水
）	

♪
い
ち
ご
交
流（
Ｈ
26
年
度
生
ま
れ
児
）

		

　
【
水
遊
び
】

　
【
水
遊
び
】

14
日（
木
）	　

発
育
測
定　

９
時
～
10
時
15
分
受
付
終
了

		

　
【
保
健
師
・
栄
養
士
に
よ
る
測
定
・
相
談
可
】

　
【
保
健
師
・
栄
養
士
に
よ
る
測
定
・
相
談
可
】

16
日（
土
）	　

第
3
土
曜
日
開
放
日

		

　
【
通
常
通
り
開
館
し
て
い
ま
す
】

　
【
通
常
通
り
開
館
し
て
い
ま
す
】

19
日（
火
）	

♪
り
ん
ご
交
流（
Ｈ
25
年
度
生
ま
れ
児
）

		

　
【
水
遊
び
】

　
【
水
遊
び
】

25
日（
月
）	

♪
あ
そ
び
の
ひ
ろ
ば
【
ど
ろ
ん
こ
遊
び
】

【
ど
ろ
ん
こ
遊
び
】

26
日（
火
）	

♪
働
き
た
い
マ
マ
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

　
　
　
　
　

10
時
～
12
時

29
日（
金
）	

♥
リ
コ
ー
ダ
ー
演
奏
会

		

　
【
　
【
リ
コ
ー
ダ
ー
サ
ー
ク
ル
の
皆
さ
ん
に
よ
る
演
奏
会

リ
コ
ー
ダ
ー
サ
ー
ク
ル
の
皆
さ
ん
に
よ
る
演
奏
会
】】

＊
当
日
参
加
可
能
な
行
事
あ
り
。
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

＊
子
育
て
相
談
は
毎
日
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

＊	

行
事
の
申
込
み
は
、
前
月
の
中
頃
よ
り
実
施
日
当
日
ま
で
、

　

揖
斐
川
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　
（
電
話
予
約
不
可
）

♥
は
要
申
込
み
、
♪
は
要
申
込
み
で
、
人
数
制
限
が
あ
り
ま
す
。

育
児
相
談
日	����������������������������

毎
週
月
曜
日	

９
時
～
16
時

発
達
支
援
事
業
所
「
い
び
が
わ
ア
ッ
プ
ル
」

　
　
　
　

	�������������������

月
～
金
曜
日	

８
時
30
分
～
17
時
15
分

手
を
つ
な
ぐ
親
の
会
「
か
ぶ
ち
ゃ
ん
ク
ラ
ブ
」

　
　
　
　
　
　

	��������������������������

第
２
月
曜
日	

13
時
～
15
時

サ
ー
ク
ル｢

お
し
ゃ
べ
り
会
・
ク
ロ
ー
バ
ー｣

　
　
　
　
　
　

	��������������������������

第
３
土
曜
日	

10
時
～
12
時

※
詳
し
く
は
、℡
２
３

－

１
１
３
６
ま
で
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

～育児・発達相談～

 子育て支援センターは、テラスで水遊びやプール遊びができます。夏の遊びを存分に楽しもう！ 

　小さいころから体をたくさん
動かして遊ぶことは、子どもの
発達にとってとても大切です。
さまざまな運動機能の発達を促
すのはもちろん、努力や工夫を
する力も鍛えられます。集団で
遊ぶようになれば、だんだん社
会性も身についていきます。
　帽子、運動靴、タオル、お茶
などの用意をして遊びましょう。

　小島地域でサークル活動をされている
「リコさぁー♪」の皆さんが、大小さまざ
まなリコーダーで演奏します。
　日　時　７月29日（金）
　　　　　10時30分～11時30分
　場　所　揖斐川子育て支援センター
　　　　　ショコラルーム

おじいちゃん、おばあちゃん必見！

水遊び・プール遊び

お外であそぼう

リコ―ダー演奏会
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●
「
８
年
ぶ
り
に
開
園
！
」

～
さ
か
う
ち
幼
児
園
～

　

緑
の
木
々
の
中
に
「
キ
ャ
ッ
キ
ャ
」
と
響

く
子
ど
も
た
ち
の
声
。

　

１
歳
児
か
ら
４
歳
児
ま
で
４
人
の
子
ど
も

た
ち
は
、
毎
日
元
気
い
っ
ぱ
い
！ 

　

地
域
の
散
策
に
出
か
け
る
と
、
立
派
な

神
社
、
池
に
は
た
く
さ
ん
の
お
た
ま
じ
ゃ

く
し
、
消
防
池
の
金
魚
、
そ
し
て
チ
ョ
ウ

チ
ョ
。
竹
藪
で
は
そ
び
え
立
つ
竹
の
子
を

見
つ
け
ま
し
た
。
長
い
竹
の
子
を
「
よ
い

し
ょ
！
よ
い
し
ょ
！
」
と
み
ん
な
で
運
ん
で

帰
り
ま
し
た
。

　

保
育
室
に
は
、
卵
か
ら
か
え
っ
た
カ
マ
キ

リ
、
お
た
ま
じ
ゃ
く
し
、
タ
ニ
シ
に
カ
タ
ツ

ム
リ
と
、
子
ど
も
た
ち
に
は
た
く
さ
ん
の
仲

間
が
い
ま
す
。

　

「
カ
マ
キ
リ
い
っ
ぱ
い
。
み
て
！
み

て
！
」
と
大
喜
び
し
、
「
お
た
ん
じ
ゃ
く

し
、
パ
ン
た
べ
た
ー
」
「
せ
ん
せ
い
、
み

て
ー
」
と
大
は
し
ゃ
ぎ
、
毎
日
が
「
発
見
」

の
連
続
。
保
育
士
に
伝
え
た
く
て
、
い
っ

し
ょ
に
見
る
ま
で
続
き
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
が
目
で
見
て
、
ふ
れ
て
、

感
じ
る
た
く
さ
ん

の
「
不
思
議
」
や

「
発
見
」
を
、
さ

か
う
ち
幼
児
園
で

は
大
切
に
し
て
い

き
ま
す
。

　

坂
内
の
子
、

「
や
さ
し
く
元
気

な
た
く
ま
し
い

子
」
に
な
ぁ
～

れ
！

出前保育～地域で遊びと相談の場を設置～
子育て

Q＆A

☆ 子育て支援センターは、子ども（０～ 18 歳未満）のあらゆる相談窓口です。
☆いびがわアップルは、子どもの発達相談窓口です。子育て支援センター・いびがわアップル　℡	２３－１１３６

揖
斐
川
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
開
館
日

　

月
曜
日
～
金
曜
日　

９
時
～
１６
時

　

第
３
土
曜
日

※
休
館
日
　
土
・
日
曜
日
　
祝
日

「
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
通
信
ピ
ッ
コ
ロ
」を

毎
月
発
行
し
て
い
ま
す
。
ご
覧
く
だ
さ
い
。

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
・
幼
児
園
・
図
書
館
・
公
民
館
・
保
健

セ
ン
タ
ー
・
役
場
・
振
興
事
務
所
・
町
内
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ

ー
な
ど
に
置
い
て
あ
り
ま
す
。
揖
斐
川
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も

掲
載
し
て
い
ま
す
。

日 曜 実　施　場　所　・　内　容
6 水 ★	出前保育：谷汲公民館（昆虫館付近の散歩）
7 木 ★	出前保育：久瀬公民館（地域の方と交流）
13 水 　	町立幼児園・なかよしタイム（園庭などを開放しています）

14 木
★	出前保育：春日保健センター（地域の方と交流）
　	町立幼児園・なかよしタイム（園庭などを開放しています）

20 水
　	　出前保育：養基保育園（園児とのふれあい）
★♪	揖斐幼稚園開放日　幼稚園へ要申込み　℡22-6008

27 水
　	出前保育：きよみず幼児園（園児とのふれあい）
　	町立幼児園・なかよしタイム（園庭などを開放しています）

◇	幼児園への出前保育は、当該地区在住者のみ参加可能です。
◇	★印は、どの地域の方も利用できます。♪は要申込みです。
　	居住地域外の「なかよしタイム」参加希望者は該当の園へお問い合せください。
◇	開設時間　　　9時30分～11時 30分
◇	ホームページ　揖斐川町（幼児園含）	 http://www�town�ibigawa�lg�jp/
	　　　　　　　　揖斐幼稚園	 http://www�ibi-youchien�ed�jp/

７月の地域子育て支援　未就園児親子の皆さんを待っています

気軽に相談を！

【
5
月
12
日
か
す
が
幼
児
園
】

【
5
月
18
日
大
和
公
民
館
】

離乳食をなかなか食べてくれませ
ん。どうしたら食べるようになりま
すか？

赤ちゃんによって離乳食の進み方
や食べる量がそれぞれ違います。
進み方や量にこだわるより、いろい

ろな食品に慣れさせることが大切です。赤
ちゃんの機嫌、顔色もよく、元気で体重が
増加していれば特別心配はいりません。離
乳食を無理に食べさせようとすると、その
後、嫌なイメージが残り、食べてくれなかっ
たりします。あせらず、無理強いしないで、
楽しみながらすすめていきましょう。
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【お問い合せ】揖斐川保健センター　℡ 23－1511

▲

 健診を受診した後は、医療機関に健診結果を貰いに行きましょう！
　健診を受診するだけではなく、健診結果を知ることが、健康の保持増進や病気の早期発
見につながります。

▲

 人間ドックや勤務先の健診を受診される方へ
　パート先の健診や人間ドックを受診される場合、揖斐川町の特定健康診査を受診する必
要はありません。健診結果のコピーを保健センターに提出すると、揖斐川町の特定健康診
査を受診したことになりますので、ぜひご協力ください。なお、健診の結果、保健指導が
必要な場合は、後日ご案内を送付します。

『忙しくて、健診を受ける暇がない』という方へ

忙しくしていられるのも、健康だからこそです！
　もし、病気になって長期療養が必要になってしまった
ら、あなたの周りにいるたくさんの人に迷惑をかけるこ
とになるかもしれません。健康で忙しく働いている今こ
そ、健診を受けていただきたいと思います。

『健診を受けに行くのが面倒くさい』という方へ

病気になってしまったら、もっと面倒くさいです！
　治療のために通院や服薬が必要になったり、もしかし
たら入院が必要になるかもしれません。「元気な時に、
健診を受けていればよかった！」と後悔しないよう、さっ
そく健診を受けに行きましょう。

『受けないと何か問題でもあるの？』という方へ

あなた自身の健康状態がわからないだけでなく、
保険料の増減にも関わってきます！

　特定健康診査や特定保健指導には目標があり、その達
成率は今後の後期高齢者医療制度への支援金の額に反映
します。つまり、皆さんが支払う保険料（税 / 掛け金）
の増減に影響してくるのです。

『健康に自信があるから、受けない』という方へ

知らないうちに、
病気が進行しているかもしれません！

　高血圧や糖尿病といった生活習慣病は、はじめはまっ
たく自覚症状がなく、気付いた時には悪化しているケー
スも少なくありません。健康に自信がある方こそ、病気
の早期発見のために健診を受けに行きましょう。

『お金がないから…』　という方へ

健診は、一番お得な健康管理の方法なんです！
　特定健康診査は、自己負担 1,000 円で受けられます。
具合が悪くなってから病院に行く費用や時間と比べた
ら、健診の費用やかかる時間の方がはるかに少ないので
す。また、病気になって今のように働けなくなると、収
入も減ってしまうかもしれません。

特定健康診査の受診期間は、７月30日（土） までです！
まだ受診していない方は、健診案内に同封されている医療機関で受診してください。

揖斐川町国民健康保険に加入の40歳～74歳の皆さんへ

特定健康診査を受けましたか？
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【お問い合せ】揖斐川町役場　住民課　℡２２－２１１１
　　　　　 　揖斐川保健センター　　℡２３－１５１１

▲

 介護認定を受けている方には案内を通知していません。
　  健診を希望される方は、揖斐川保健センターまでお問い合せください。

ぎふすこやか健康診査

受診はお済みですか？
実施期間は６月30日（木）までです！

【目　　的】病気の早期発見、重症化予防

【対　　象】後期高齢者医療被保険者
（75歳以上の方）

【検査項目】問診、身体計測、身体診察、血圧測定、
血液検査、尿検査

※医師が必要と認めた方のみ、心電図検査を行います。

【自己負担】500円

【実施期間】平成28年6月1日（水）
～平成28年6月30日（木）

※昭和16年5月1日から昭和16年7月31日に生まれ

た方は9月実施になります。

ぎふさわやか健診
（後期高齢者口腔健康診査）

【目　　的】口腔機能低下や肺炎などの疾病予防

【対　　象】後期高齢者医療被保険者
（75歳以上の方）

※ぎふすこやか健診の案内と一緒に通知します。

【検査項目】問診、歯の状態、咀
そしゃく

嚼能力、舌機能、
嚥
えん

下
げ

機能

【自己負担】200円

【実施期間】平成28年6月1日（水）
～平成29年3月31日（金）
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」
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毎日健やかな生活を送るためにも、健診を受けて、病気の早期発見・予防に努めましょう

75歳以上（後期高齢者医療被保険者）の皆さんへ

ぎふすこやか健康診査・ぎふさわやか健診
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平成28年度の保険料の軽減措置について
　①保険料の均等割額が世帯の所得によって下記のとおり軽減されます。

軽減割合 世帯（被保険者および世帯主）の平成27年中の総所得金額等の合計額

９割軽減 「33 万円（基礎控除額）」以下の世帯で、被保険者全員が年金収入 80 万円以下（その他
各種所得がない場合）

8.5 割軽減 「33 万円（基礎控除額）」以下の世帯

５割軽減 「33 万円（基礎控除額）＋ 26.5 万円×世帯の被保険者数」以下の世帯

２割軽減 「33 万円（基礎控除額）＋ 48 万円×世帯の被保険者数」以下の世帯

※均等割額軽減判定時の総所得金額等は、各収入から必要経費や控除額を差し引いた所得金額の合計額となります。
ただし譲渡所得は特別控除前の金額となるほか、事業専従者控除の適用はなく、専従者給与額は事業主の所得に合算
されます。また、年金所得は年金収入から公的年金等控除額と特別控除 15 万円（65 歳以上の方のみ適用）を差し引
いた金額となります。
※軽減判定日は、４月１日または資格を取得した日となります。

　②所得割額の軽減
　　�所得割額を負担する方のうち、基礎控除後の総所得金額等が 58 万円以下の方は、所得割額が一律５
割軽減されます。

　③被用者保険の被扶養者であった方の軽減
　　被用者保険※の被扶養者であった方は、所得割額の負担はなく、均等割額が９割軽減されます。
　　※被用者保険�…�協会けんぽ・健康保険組合・船員保険・共済組合の公的医療保険の総称（国民健康保険・
　　　　　　　　　��国民健康保険組合は含まれません）

保険料の納め方について
　保険料の納め方は、年金からお支払いいただく特別徴収と、口座振替や納付書でお支払いいただく普通
徴収があります。
●年金からのお支払い（特別徴収）
　年金の受給額が年額 18 万円以上の方で、介護保険と後期高齢者医療制度の保険料の合計額が年金受
給額の２分の１を超えない場合は、年金からお支払いいただきます。
●口座振替や納付書によるお支払い（普通徴収）
　年金からのお支払いとならない方は、揖斐川町から送付される納付書や、口座振替によるお支払いと
なります。便利で安心な口座振替がお勧めです。

保険料のお支払いを年金から口座振替に変更できます
　保険料を年金からお支払いいただいている方は、口座振替によるお支払いに切り替えることができます。
　口座振替によるお支払いを希望される方は、揖斐川町役場住民課までお問い合せください。

保険料のお支払いが難しいとき
　揖斐川町役場住民課では、保険料に関する相談を受け付けています。失業や災害などでお支払いが困難
な場合はお早めにご相談ください。
　十分な収入・資産などがあるにもかかわらず保険料を納めない場合には、法律の定めにより滞納処分が
行われることがあります。

後期高齢者医療制度　  についてのお知らせ

【お問い合せ】揖斐川町役場　住民課　℡２２－２１１１
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《7月31日まで・うすい緑色》 《8月1日から・うすい紫色》

被保険者番号　○○○○○○○○

氏　　　　名　広域　太郎

一部負担金の
割　　　　合　　　○ 割

有  効  期  限　平成２９年７月３１日

後期高齢者医療被保険者証　有効期限
被保険者番号○○○○○○○○　平成２９年７月３１日
住　　　　所　岐阜市柳津町宮東１丁目１番地

氏　　　　名　広域　太郎　　　　　　性　別　男
生 年 月 日　　　　　　　昭和○○年○○月○○日
資格取得年月日　　　　　　　平成○○年○○月○○日
発 効 期 日　　　　　　　平成○○年○○月○○日
交 付 年 月 日　　　　　　　平成２８年　８月　１日
一部負担金の割合　　　　　　○ 割

保 険 者 番 号　　　○○○○○○○○
保 険 者 名　岐阜県後期高齢者医療広域連合

被保険者番号　○○○○○○○○

氏　　　　名　広域　太郎

一部負担金の
割　　　　合　　　○ 割

有  効  期  限　平成２８年７月３１日

後期高齢者医療被保険者証　有効期限
被保険者番号○○○○○○○○　平成２８年７月３１日
住　　　　所　岐阜市柳津町宮東１丁目１番地

氏　　　　名　広域　太郎　　　　　　性　別　男
生 年 月 日　　　　　　　昭和○○年○○月○○日
資格取得年月日　　　　　　　平成○○年○○月○○日
発 効 期 日　　　　　　　平成○○年○○月○○日
交 付 年 月 日　　　　　　　平成○○年○○月○○日
一部負担金の割合　　　　　　○ 割

保 険 者 番 号　　　○○○○○○○○
保 険 者 名　岐阜県後期高齢者医療広域連合

＝ ＋

平成 28 年度の保険料

限度額57万円（年額）
100 円未満切捨て

均等割額

被保険者 1人当たり
42,690 円

所得割額

被保険者の所得※×
所得割率 8.55％

※所得＝総所得金額等－ 33 万円（基礎控除額）

　後期高齢者医療の保険証は、揖斐川町に住所を有するすべての 75 歳以上の方と、一定の障がいがある
65 歳から 74 歳の方で、広域連合の認定を受けた方に交付されます。
　現在の保険証の有効期限は平成 28 年７月 31 日です。８月１日からは、７月中にお送りする新しい保険
証をご使用ください。
　新しい保険証は、現在のうすい緑色から、うすい紫色に変わります。
　古い保険証を処分されるときは、住所や氏名が見えないように裁断するなど、十分注意してください。

平成 28 年度の保険料について
　保険料は、被保険者全員が等しく負担する「均等割額」と、被保険者の所得に応じて負担する「所得割額」
の合計です。平成 28 年度の保険料は、平成 27 年中の所得をもとに、個人単位で計算されます。
　5 月末までに岐阜県の後期高齢者医療の被保険者になられた方に対して、７月中旬に「後期高齢者医療
保険料額決定通知書」をお送りします。保険料額や納付方法が記載されていますので、ご確認ください。

　【保険料の決まり方】

保険証（被保険者証）を更新します

後期高齢者医療制度　  についてのお知らせ
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　揖斐川町では、若い世代の流出や少子高齢化の進展などに
よる人口減少に歯止めをかけ、地域の活性化を図るため、移住・
定住化支援を行っています。ぜひ、ご活用ください。

❶新築住宅建設等奨励金

　町内に居住用の住宅を新築または購入する方に
対し、奨励金を支給します。
【奨励金の額】基本奨励金：10万円
・町外からの転入者の場合は10万円を加算
・町内業者が建設する場合は10万円を加算
・町内産木材を規定以上使用する場合は10万円を加算
・用途地域指定区域内に新築する場合は10万円を加算
・三世代同居世帯が居住する場合は10万円を加算
※新築工事等の着工前に手続きが必要です

❺田舎暮らし住宅活用奨励金

　町内の空き家に３年以上居住することを前提に購
入または賃借した方が、1年以内に改修またはハウス
クリーニングを行う場合に、費用の一部を助成します。
【奨励金の額】
空き家改修　基本奨励金：改修経費の1/2相当（上限10万円）
・町内業者が改修する場合は基本奨励金額と同額を加算
空き家ハウスクリーニング
基本奨励金：清掃費の 1/2 相当（上限 5万円）
※�空き家バンク制度登録物件が対象で、改修工事、
クリーニングの着手前に手続きが必要です

❷新築事業所建設等奨励金（事業所向け）

　町内に事業所を新築する方に対し、奨励金を支給します。
【奨励金の額】基本奨励金：10万円
・町内業者が建設する場合は10万円を加算
・町内産木材を規定以上使用する場合は10万円を加算
・用途地域指定区域内に新築する場合は30万円を加算
※新築工事の着工前に手続きが必要です

❻新婚世帯定住奨励金（揖斐川まちづくり応援振興券）

　結婚後、町内に 3年以上定住することを前提と
した新婚世帯に対し、揖斐川まちづくり応援振興
券を支給します。婚姻日において夫婦ともに満 50
歳未満の方に限ります。
【奨励金（振興券）の額】
（1組当たり）5万円分の揖斐川まちづくり応援振興券
※婚姻日から 1年以内に手続きが必要です

❸住宅改修等奨励金

　建築後、１年以上が経過した自己が居住してい
る住宅の改修工事等を行う場合に、費用の一部を
助成します。交付対象工事経費が 50 万円以上の
場合に限ります。
【奨励金の額】基本奨励金：改修経費の5/100相当（上限5万円）
・町外からの転入者の場合は基本奨励金額と同額を加算
・三世代同居世帯が居住する場合は基本奨励金額
と同額を加算
※改修工事の着工前に手続きが必要です

❼ すこやかベビー祝い金（揖斐川まちづくり応援振興券）

　町内に６ヶ月以上住民登録があり、出産後も引
き続き１年以上居住すると見込まれる方に揖斐川
まちづくり応援振興券を支給します。
【奨励金（振興券）の額】
（出産子1人につき）5万円分の揖斐川まちづくり応援振興券

空き家情報登録「空き家バンク」をご存知ですか？
　揖斐川町では、空き家の有効活用と地域の活性化を
図るため、空き家物件の情報収集を進めています。町
内に空き家をお持ちの方で賃貸・売却を希望される所
有者の方は、空き家バンクへの登録ができます。登録
された物件情報は、町のホームページ等で公開し、移
住・定住等を希望される方に紹介します。
皆さまからの情報をお待ちしています。

❹賃貸住宅家賃助成奨励金

　町内の民間賃貸住宅に３年以上居住することを
前提に入居する方に対し、入居してからの１年間
について家賃の一部を助成します。
【奨励金の額】
基本奨励金：（実質家賃－4万円）×1/2相当（上限：月額1万円）
・町外からの転入者の場合は基本奨励金額と同額を加算
※入居前に手続きが必要です

※「揖斐川まちづくり応援振興券」とは、揖斐川町内の取扱店で
使用できる地域振興券（商品券）のことです。

※上記の奨励金の支給を受けるには、交付要件に該当している必
要があります。詳しくは担当課までお問い合せください。

【お問い合せ】 １、３、４、５、６および空き家バンクに関すること：政策広報課　℡ 22-2111（内線 114）
２に関すること：建設課　℡ 22-2111（内線 316）、７に関すること：子育て支援課　℡ 22-2111（内線 242）

移住・
定住化
支援 移住 ・ 定住促進奨励金制度
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年
度
採
用
の
揖
斐
川
町

職
員
を
募
集
し
ま
す

　

揖
斐
川
町
で
は
、
平
成
29
年
度
か
ら
採
用

す
る
職
員
を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

一
般
行
政
事
務
職

【
募
集
人
員
】　
若
干
名

【
応
募
資
格
】

　

平
成
29
年
４
月
１
日
現
在
に
お
い
て
満
30

歳
以
下
の
方
で
、
大
学
、
短
大
、
高
校
卒
業
、

ま
た
は
平
成
29
年
３
月
卒
業
見
込
み
の
方

保
育
士

【
募
集
人
員
】　
若
干
名

【
応
募
資
格
】

　

平
成
29
年
４
月
１
日
現
在
に
お
い
て
満
30

歳
以
下
の
方
で
、
保
育
士
と
な
る
資
格
を
有

し
、
保
育
士
登
録
簿
に
登
録
し
た
方
、
ま
た

は
平
成
28
年
度
内
に
そ
の
登
録
見
込
み
の
方

■
受
付
期
間

　

７
月
１
日
（
金
）
～
８
月
５
日
（
金
）

■
１
次
試
験

　

日
時　

９
月
18
日
（
日
）

　

場
所　

県
立
岐
阜
総
合
学
園
高
等
学
校

　

内
容　

教
養
試
験
、
専
門
試
験
（
保
育
士

　
　
　
　

の
み
）、
事
務
適
正
検
査
ほ
か

■
１
次
試
験
発
表　
10
月
下
旬
（
予
定
）

■
２
次
試
験　
11
月
上
旬
（
予
定
）

　

内
容　

面
接
試
験
、
論
文
試
験
、
集
団
討
論

■
最
終
合
格
発
表　
11
月
中
旬
（
予
定
）

■
応
募
方
法

　

受
付
期
間
中
に
所
定
の
申
込
用
紙
（
役
場
総

務
課
備
え
付
け
）
に
記
入
し
、
次
の
書
類
を
添

え
て
、
役
場
総
務
課
ま
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

・
卒
業
（
見
込
）
証
明
書

・
成
績
証
明
書
（
最
終
学
歴
）

・
有
資
格
者
の
場
合
は
免
許
証
等
の
写
し

【
お
問
い
合
せ
】

　

揖
斐
川
町
役
場
総
務
課

　

℡
２
２

－

２
１
１
１
（
内
線
１
２
１
）

 

臨
時
職
員
を
募
集
し
ま
す

■
職
種　
調
理
員

■
募
集
人
員　
１
人

■
試
験　
面
接
試
験
を
実
施

■
雇
用
期
間

　

平
成
28
年
９
月
１
日
～
平
成
29
年
３
月
31
日

■
勤
務
時
間

　

月
曜
日
～
金
曜
日

　
（
国
民
の
休
日
お
よ
び
年
末
年
始
を
除
く
）

　

７
時
50
分
～
15
時
50
分

■
賃
金

　

時
給
８
３
０
円

　

調
理
師
免
許
あ
り
の
場
合
８
７
０
円

■
勤
務
場
所

　

揖
斐
川
町
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

■
応
募
方
法

　

履
歴
書
（
市
販
の
用
紙
）
に
必
要
事
項
を

記
入
し
て
、
７
月
13
日
（
水
）
ま
で
に
揖
斐

川
町
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
ま
で
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
せ
】

　

揖
斐
川
町
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

　

℡
２
２

－

４
５
１
１

  

平
成
29
年
度
採
用
の

揖
斐
郡
消
防
組
合
消
防
機
関
の

職
員
を
募
集
し
ま
す

【
募
集
人
員
】　
若
干
名

【
応
募
資
格
】　　
　

　

揖
斐
郡
内
に
居
住
す
る
方
（
採
用
後
、
居

住
で
も
可
）
で
、
高
等
学
校
ま
た
は
、
大
学

な
ど
を
卒
業
し
た
方
（
平
成
29
年
３
月
卒
業

見
込
み
可
）
で
身
体
強
健
な
方
。
平
成
３
年

４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
方
。

【
試
験
日
時
な
ど
】

■
第
１
次
試
験

岐
阜
県
市
町
村
職
員
統
一
採
用
試
験
に
よ

り
実
施

　

日
時　
９
月
18
日
（
日
）
８
時
50
分
～

　

場
所　
岐
阜
県
立
岐
阜
総
合
学
園
高
等
学
校

　

内
容　
教
養
試
験
、
事
務
適
正
検
査

　
　
　
　

お
よ
び
消
防
適
正
検
査

■
第
２
次
試
験　

　

日
程　
10
月
下
旬

※
日
時
は
未
定
で
す
が
、
決
ま
り
次
第
応
募

者
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

場
所　
揖
斐
郡
消
防
組
合
消
防
本
部

　

内
容　
口
述
、
作
文
試
験
、
体
力
測
定

【
受
付
期
間
】

　

７
月
１
日
（
金
）
～
７
月
29
日
（
金
）

※
土
曜
日
・
日
曜
日
、
祝
日
は
除
く

【
最
終
合
格
発
表
】　
11
月
中
旬

【
採
用
】　
平
成
29
年
４
月
１
日

【
申
し
込
み
方
法
】

　

揖
斐
郡
消
防
組
合
消
防
本
部
総
務
課
備
え

付
け
の
申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

次
の
書
類
を
添
え
て
、
揖
斐
郡
消
防
組
合
消

防
本
部
総
務
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

・
卒
業
証
明
書
（
卒
業
見
込
み
証
明
書
）

・
履
歴
書

・
健
康
診
断
書
（
各
保
健
所
・
公
的
病
院
）

【
備
考
】

　

第
２
次
試
験
の
体
力
測
定
は
、
消
防
職
員

と
し
て
必
要
な
体
格
、
体
力
の
有
無
に
つ
い

て
測
定
し
ま
す
。

　

職
員
と
し
て
採
用
さ
れ
る
と
、
地
方
公
務

員
と
な
り
、
給
料
や
、
そ
の
ほ
か
の
待
遇
に

つ
い
て
は
、
町
役
場
の
職
員
と
ほ
ぼ
同
様
で

す
。

【
お
問
い
合
せ
】

　

揖
斐
郡
消
防
組
合
消
防
本
部
総
務
課

　

揖
斐
郡
大
野
町
中
之
元
８
２
４
番
地

　

℡
３
２

－

２
５
５
１

職
　
員
　
募
　
集

消 

防 

職 

員 

募 

集
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住
民
票
の
写
し
な
ど
を
第
三
者
へ
交

付
し
た
時
は
、本
人
へ
通
知
し
ま
す
。

希
望
者
は
登
録
を
！

　

揖
斐
川
町
で
は
、
住
民
票
の
写
し
な
ど
の

第
三
者
交
付
に
係
る
本
人
通
知
制
度
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

こ
の
制
度
は
、
住
民
票
の
写
し
や
戸
籍
謄

本
な
ど
の
不
正
な
請
求
や
取
得
に
よ
っ
て
、

個
人
の
権
利
が
侵
害
さ
れ
る
の
を
防
止
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
本
人
の
代
理

人
、
ま
た
は
第
三
者
に
交
付
し
た
と
き
に
、

事
前
に
登
録
し
た
本
人
に
そ
の
事
実
を
通
知

し
ま
す
。

■
通
知
対
象

本
人
の
代
理
人
、
ま
た
は
第
三
者
か
ら
の

請
求
に
よ
り
、
登
録
者
の
住
民
票
の
写
し
な

ど
を
交
付
し
た
と
き（
た
だ
し
、
弁
護
士
・

司
法
書
士
な
ど
の
特
定
事
務
受
託
者
の
紛
争

処
理
、
国
や
公
共
団
体
か
ら
の
請
求
な
ど
の

場
合
を
除
く
）。

■
登
録
で
き
る
人

揖
斐
川
町
の
住
民
基
本
台
帳
、
戸
籍
ま
た

は
戸
籍
の
附
表
に
記
載
さ
れ
て
い
る
人（
過

去
に
記
載
さ
れ
て
い
た
人
）。

■
登
録
期
間

登
録
者
名
簿
に
記
載
し
た
日
か
ら
３
年
間
。

■
登
録
申
込
み

本
人
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
書
類

（
運
転
免
許
証
や
写
真
入
り
個
人
番
号
カ
ー

ド
、
旅
券
な
ど
）
を
持
っ
て
、
揖
斐
川
町
役

場
住
民
課
、
ま
た
は
各
振
興
事
務
所
窓
口
で

申
請
で
き
ま
す
。

【
お
問
い
合
せ
】

揖
斐
川
町
役
場
住
民
課

℡
２
２
‒
２
１
１
１

　
　
　

ま
た
は
各
振
興
事
務
所

 

国
民
健
康
保
険
の
お
知
ら
せ

■
国
民
健
康
保
険
税
を
通
知
し
ま
す

平
成
27
年
の
所
得
の
確
定
に
伴
い
、
平
成

28
年
度
の
国
民
健
康
保
険
税
を
7
月
中
旬
に

お
知
ら
せ
し
ま
す
。通
知
が
届
き
ま
し
た
ら
、

納
付
額
な
ど
の
内
容
を
確
認
し
て
く
だ
さ

い
。

■「
高
齢
受
給
者
証
」
を
送
付
し
ま
す

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
70
歳
以

上
75
歳
未
満
の
方
に
は
7
月
下
旬
に「
国
民

健
康
保
険
高
齢
受
給
者
証
」を
郵
送
し
ま
す
。

8
月
1
日
以
降
に
医
療
機
関
な
ど
で
受
診
す

る
と
き
は
、
保
険
証
と
新
し
い
高
齢
受
給
者

証
を
窓
口
に
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

■「
特
定
疾
病
療
養
受
療
証
」
の
更
新
の
お

知
ら
せ

人
工
透
析
な
ど
に
よ
る
特
定
疾
病
に
該
当

さ
れ
る
方
で
受
療
証
を
お
持
ち
の
方
は
、
7

月
下
旬
に
新
し
い
受
療
者
証
を
郵
送
し
ま

す
。

【
お
問
い
合
せ
】

揖
斐
川
町
役
場
住
民
課

℡
２
２
‒
２
１
１
１

 

町
営
住
宅
入
居
者
募
集

町
営
住
宅
の
入
居
者
を
次
の
と
お
り
募
集

し
ま
す
。

① 

緑
ヶ
丘
住
宅 

６
戸

・
住　

所　
　

揖
斐
川
町
和
田
３
８
６

・
建
設
年
度　

昭
和
60
年
度

・
中
層
耐
火
構
造
３
階
建　

３
Ｄ
Ｋ

・
駐
車
場　
　

１
台

・
家　

賃　
　

１
３
，
３
０
０
円
～

・
そ
の
他　
　

浴
槽
、
風
呂
が
ま
は
入
居

者
の
持
ち
込
み
に
な
り
ま

す
。

② 

島
住
宅 

３
戸

・
住　

所　
　

揖
斐
川
町
島
１
４
２

・
建
設
年
度　

平
成
10
年
度

・
中
層
耐
火
構
造
３
階
建　

３
Ｄ
Ｋ

・
駐
車
場　
　

２
台

・
家　

賃　
　

２
３
，
２
０
０
円
～

③ 

北
方
奥
郷
住
宅
（
３
Ｄ
Ｋ
） 

１
戸

・
住　

所　
　

揖
斐
川
町
北
方
13

・
建
設
年
度　

平
成
18
年
度

・
耐
火
構
造
２
階
建　

・
駐
車
場　
　

１
台

・
家　

賃　
　

２
５
，
２
０
０
円
～

④ 

北
方
奥
郷
住
宅
（
２
Ｄ
Ｋ
） 

１
戸

・
住　

所　
　

揖
斐
川
町
北
方
13

・
建
設
年
度　

平
成
18
年
度

・
耐
火
構
造
２
階
建　

・
駐
車
場　
　

１
台

・
家　

賃　
　

２
０
，
１
０
０
円
～

■
敷
金　
家
賃
の
３
ヶ
月
分

■
入
居
条
件

・
現
在
同
居
、
ま
た
は
同
居
し
よ
う
と
す
る

親
族（
婚
約
者
含
む
）
が
あ
る
こ
と
。

・
市
町
村
民
税
お
よ
び
こ
れ
に
準
ず
る
納
付

金
を
滞
納
し
て
い
な
い
こ
と
。

・
家
賃
の
他
に
共
益
費（
上
下
水
の
使
用

料
・
共
用
部
分
の
電
気
料
な
ど
）
が
必

要
で
す
。

・
所
得
条
件
あ
り

※
詳
し
く
は
窓
口
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
募
集
期
間
　

７
月
１
日（
金
）
～
７
月
15
日（
金
）

■
入
居
予
定
日

平
成
28
年
８
月
下
旬
を
予
定

⑤ 

さ
つ
き
（
北
方
）
住
宅
お
よ
び
、
谷
汲
・

春
日
・
久
瀬
・
藤
橋
・
坂
内
地
域
内
の

各
町
営
住
宅
は
、
随
時
募
集
を
し
て
い

ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
窓
口
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
せ
】

揖
斐
川
町
役
場
建
設
課　

℡
２
２
‒
２
１
１
１（
内
線
３
１
６
）

 

快
適
な
生
活
環
境
の
た
め
に

�

下
水
道
接
続
を
！

 

（
公
社
）
揖
斐
川
町
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ

■
き
れ
い
な
障
子
・
襖（
ふ
す
ま
）
で
お
盆

を
迎
え
ま
せ
ん
か

セ
ン
タ
ー
で
は
、
障
子
、
襖
、
網
戸
の
張

り
替
え
を
し
て
い
ま
す
。
得
意
な
会
員
が
対

応
し
て
お
り
、
大
変
好
評
を
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
仕
事
の
依
頼
は
、
ま
ず
ご
相
談
く
だ
さ
い

自
分
で
は
無
理
だ
が
プ
ロ
に
頼
む
ま
で
も

な
い
仕
事
な
ど
、
お
困
り
の
こ
と
が
あ
り
ま

し
た
ら
、
ま
ず
は
お
電
話
で
ご
相
談
く
だ
さ

い
。
お
見
積
り
は
無
料
で
す
。

【
仕
事
例
】

草
刈
り
・
草
取
り
、
畑
仕
事
、
ペ
ン
キ
塗

り
、
宛
名
書
き
、
病
院
等
の
付
き
添
い
、
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家
事
援
助（
洗
濯
、
部
屋
の
掃
除
、
風
呂

掃
除
、
窓
拭
き
、
食
事
作
り
、
買
い
物
、

片
付
け
等
）、
軽
作
業
、
社
内
清
掃　

等

■
会
員
募
集

特
技
を
い
か
し
て
、
地
域
に
貢
献
し
ま
せ

ん
か
。
揖
斐
川
町
在
住
の
60
歳
以
上
の
方
で

興
味
の
あ
る
方
は
、『
事
業
お
よ
び
入
会
説

明
会
』
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

【
事
業
お
よ
び
入
会
説
明
会
】

日　
時　
７
月
４
日（
月
）、
19
日（
火
）　

　
　
　
　

10
時
開
始（
約
1
時
間
半
）

場　
所　
揖
斐
川
町
福
祉
総
合
支
援
セ
ン

タ
ー
2
階　

会
議
室

【
お
問
い
合
せ
】

（
公
社
）
揖
斐
川
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

揖
斐
川
町
福
祉
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー
２
階

℡
２
３
‒
０
９
０
７

（
８
時
30
分
～
17
時
）

 

快
適
な
生
活
環
境
の
た
め
に

�

下
水
道
接
続
を
！

 

「
ツ
ー
ル
・
ド
・
西
美
濃
２
０
１
６
」

参
加
者
を
募
集
し
ま
す

今
年
も
、「
ツ
ー
ル
・
ド
・
西
美
濃
２
０
１
６
」

を
開
催
し
ま
す
。

西
美
濃
地
域
の
風
土
を
肌
で
感
じ
、
地
域

の
魅
力
を
発
見
す
る
と
と
も
に
、
各
市
町
・

団
体
が
連
携
し
、
新
た
な
地
域
ブ
ラ
ン
ド
を

創
造
す
る
サ
イ
ク
リ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

■
開
催
日
　
９
月
18
日（
日
）

■
メ
イ
ン
会
場

大
垣
市
浅
中
公
園
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド

■
コ
ー
ス

西
美
濃
地
域
２
市
９
町
を
巡
る

約
１
３
７
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

■
募
集
人
数　
６
０
０
人

■
募
集
対
象
者

16
才
以
上
の
健
康
な
男
女
で
、
本
コ
ー
ス

を
完
走
で
き
る
自
信
の
あ
る
方（
未
成
年
者

の
方
は
保
護
者
の
同
意
が
必
要
で
す
）。

■
エ
ン
ト
リ
ー
開
始

７
月
26
日（
火
）
12
時
30
分
～

■
参
加
料　
７
０
０
０
円

■
プ
レ
ミ
ア
ム
エ
ン
ト
リ
ー
権
付
き

�

観
光
ツ
ア
ー
エ
ン
ト
リ
ー
開
始

７
月
19
日（
火
）
12
時
30
分
～

大
会
前
日
に
西
美
濃
地
域
を
バ
ス
で
観

光
す
る
ツ
ア
ー
で
す
。

（
詳
し
く
は
大
会
Ｈ
Ｐ
参
照
）

■
エ
ン
ト
リ
ー
方
法

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト（
大
会
Ｈ
Ｐ
参
照
）

■
特
徴

Ｏ
Ｓ（
お
も
て
な
し
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
５
か
所
）

で
各
市
町
の
特
産
品
と
人
で
お
も
て
な
し

■
注
意
事
項

本
大
会
は
、
ス
ピ
ー
ド
を
競
う
レ
ー
ス
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
ち
並
み
や
自
然
を
楽
し

み
な
が
ら
、
ポ
イ
ン
ト
毎
に
決
め
ら
れ
た
時

間
を
グ
ル
ー
プ
で
走
る
サ
イ
ク
リ
ン
グ
で
す
。

【
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集
に
つ
い
て
】

大
会
を
支
え
て
い
た
だ
く
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ス
タ
ッ
フ
を
募
集
し
ま
す
。

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
各
市
町
・
団
体
・
地

域
住
民
が
連
携
し
、
西
美
濃
地
域
の
活
性
化

に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
の
温
か
い

お
も
て
な
し
で
、
サ
イ
ク
リ
ス
ト
の
皆
さ
ん

を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
せ
ん
か
。

【
主
催
】

ツ
ー
ル
・
ド
・
西
美
濃
実
行
委
員
会

【
構
成
団
体
】

大
垣
商
工
会
議
所
、
大
垣
市
、
海
津
市
、

養
老
町
、
垂
井
町
、
関
ケ
原
町
、
神
戸
町
、

輪
之
内
町
、
安
八
町
、
揖
斐
川
町
、
大
野
町
、

池
田
町
、（
公
社
）
大
垣
青
年
会
議
所

【
お
問
い
合
せ
】

公
益
社
団
法
人
大
垣
青
年
会
議
所
事
務
局

℡
０
５
８
４
‒
４
７
‒
８
２
７
５

fax
０
５
８
４
‒
４
７
‒
８
２
７
６

メ
ー
ル　

info

＠ogaki-jc.jp
【
大
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
】

http://w
w

w
.tour-de-nishim

ino.jp/

 

７
月
は
「
河
川
愛
護
月
間
」
で
す

　
「
せ
せ
ら
ぎ
に

 

ぼ
く
も
魚
も　
す
き
と
お
る
」　

川
は
わ
た
し
た
ち
の
憩
い
の
場
。

み
ん
な
で
川
を
美
し
く
し
ま
し
ょ
う
。

川
に
は
た
く
さ
ん
の
自
然
が
あ
り
ま
す
。

川
の
環
境
保
全
・
再
生
に
心
が
け
ま
し
ょ

う
。堤

防
は
私
た
ち
の
生
命
や
財
産
を
守
っ
て

く
れ
ま
す
。

ル
ー
ル
を
守
っ
て
川
に
親
し
み
ま
し
ょ
う
。

【
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
】

国
土
交
通
省　

木
曽
川
上
流
河
川
事
務
所

http://w
w

w
.cbr.m

lit.go.jp/
kisojyo/index.htm

l

（一財）日本宝くじ協会

今年のサマージャンボ宝くじ
１等・前後賞合わせて 7億円！
　　１等 5億円×23本
 （発売総額690億円・23ユニットの場合）

前後賞各 1億円×46本
 （発売総額690億円・23ユニットの場合）

発売期間 7月6日（水）～7月29日（金）
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快
適
な
生
活
環
境
の
た
め
に

�

下
水
道
接
続
を
！

 

横
山
ダ
ム
で
、

�

ダ
ム
内
部
の
見
学
会
開
催
！

毎
年
、
７
月
21
日
か
ら
31
日
ま
で
は
、
森

林
や
湖
、
ダ
ム
に
親
し
み
な
が
ら
、
理
解
を

深
め
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
と
し
た「
森

と
湖
に
親
し
む
旬
間
」
で
す
。

横
山
ダ
ム
で
は
、
７
月
23
日（
土
）
に
、

全
国
的
に
も
珍
し
い
中
空
重
力
式
コ
ン
ク

リ
ー
ト
ダ
ム
内
部
の
見
学
や
災
害
対
策
用
車

両
の
展
示
な
ど
を
行
い
ま
す
。

こ
の
機
会
に
ダ
ム
の
仕
組
み
や
役
割
に
触

れ
、
子
ど
も
の
自
由
研
究
や
大
人
の
社
会
見

学
と
し
て〝
学
び
〟
ま
せ
ん
か
。

■
日
時　
７
月
23
日（
土
） 

10
～
15
時

※
雨
天
な
ど
に
よ
り
中
止
の
場
合
あ
り

■
参
加
費　
無
料

【
お
問
い
合
せ
】

国
土
交
通
省 

木
曽
川
上
流
河
川
事
務
所

横
山
ダ
ム
管
理
支
所

揖
斐
川
町
東
横
山
１
３
３
０

℡
５
２
‒
２
２
１
１

 

快
適
な
生
活
環
境
の
た
め
に

�

下
水
道
接
続
を
！

 

第
17
回�

夏
休
み
親
子
税
金
探
偵
団

参
加
者
を
募
集
し
ま
す
！

■
内
容

国
や
地
域
で
税
金
が
ど
の
よ
う
に
徴
収

さ
れ
活
用
さ
れ
て
い
る
か
学
び
ま
す
。

■
日
時　
８
月
24
日（
水
）  

　
　
　

８
時
～
17
時
30
分（
予
定
）

■
集
合
場
所　
大
垣
市
総
合
体
育
館
駐
車
場

■
募
集
人
数

西
濃
地
域
在
住
の
小
学
３
年
生
か
ら
中

学
生
ま
で
の
親
子 

１
０
０
人

■
見
学
先　
大
垣
税
務
署
･
大
垣
市
役
所
･

中
部
国
際
空
港（
滑
走
路
見
学
）

■
参
加
費 

大
人（
中
学
生
以
上
） 　

１
５
０
０
円

子
ど
も（
小
学
生
）　　

 　

５
０
０
円

（
ラ
ン
チ
代
含
む
。
当
日
持
参
）　

■
申
込
方
法  

【
郵
送
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
】

住
所
、
親
子
氏
名
、
生
年
月
日
、
保
護
者

職
業
、
子
ど
も
の
学
校
名
･
学
年
、
電
話

番
号
、
緊
急
連
絡
先（
携
帯
番
号
）
明
記
。

【
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
】

　

備
考
欄
に
必
要
事
項
を
明
記
。

http://w
w

w
.nisim

ino.ne.jp/ogkhojin/

※
グ
ル
ー
プ
申
込
み
不
可
、
一
家
族
ご
と

【
申
込
み
、
お
問
い
合
せ
】

　

〒
５
０
３
‒
０
８
０
３

　

大
垣
市
小
野
４
‒
35
‒
10

　
（
一
社
）
大
垣
法
人
会
青
年
部
会

℡
０
５
８
４
‒
８
１
‒
１
２
８
８

fax
０
５
８
４
‒
８
１
‒
１
５
３
９

メ
ー
ル　

ogkhojin@
snow

.ocn.ne.jp

■
締
切　
７
月
15
日（
金
）
必
着

 

（A）�

徳
山
で
ブ
ナ
林
観
察
会

連
絡
船「
と
く
ま
る
」
に
乗
っ
て
、
徳
山

ダ
ム
湖
か
ら
ブ
ナ
自
然
林
を
観
察
し
よ
う
！

■
開
催
日　
８
月
10
日（
水
）

■
集
合
場
所　
徳
山
会
館（
揖
斐
川
町
開
田
）

■
出
発
時
刻

①
10
時
15
分　

②
13
時

※
出
発
時
刻
の
30
分
前
ま
で
に
集
合

※
所
要
時
間
２
時
間
程
度（
終
了
後
、
徳
山

ダ
ム
内
見
学
が
で
き
ま
す
）

■
定
員　
40
人　

※
先
着
順

■
協
力
金

大
人（
高
校
生
以
上
）　

１
３
０
０
円

小
人（
小
・
中
学
生
）　　

７
０
０
円

■
留
意
事
項

食
事
は
付
き
ま
せ
ん
。
飲
料
水
、
帽
子
、

雨
ガ
ッ
パ（
少
雨
の
場
合
）
な
ど
を
各
自

持
参

■
申
込
み
期
間

7
月
27
日（
水
）
～
8
月
３
日（
水
）

9
時
～
16
時（
土
・
日
・
月
曜
を
除
く
）

 

快
適
な
生
活
環
境
の
た
め
に

�

下
水
道
接
続
を
！

 

（B）�

水
陸
両
用
バ
ス
徳
山
湖
ク
ル
ー
ズ

�

～
現
地
ま
で
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
を
運
行
～

徳
山
湖
を
水
陸
両
用
バ
ス
に
乗
っ
て
、
美

し
い
徳
山
の
自
然
を
眺
め
よ
う
！

■
開
催
日　
8
月
4
日（
木
）
～
6
日（
土
）

■
集
合

8
時
15
分
ま
で
に
、
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー

「
は
な
も
も
」
集
合

※
水
陸
両
用
バ
ス
乗
船
は
10
時
、
地
域
交

流
セ
ン
タ
ー
帰
着
は
12
時
40
分
予
定

■
定
員　
39
人

■
協
力
金

大
人（
高
校
生
以
上
）　

１
５
０
０
円

小
人（
小
・
中
学
生
）　

１
０
０
０
円

■
留
意
事
項

食
事
は
付
き
ま
せ
ん
。
水
陸
両
用
バ
ス
は
、

水
し
ぶ
き
が
か
か
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■
申
込
み
要
件　
町
在
住
、
在
勤
、
在
学
者

■
申
込
み
期
間

7
月
12
日（
火
）
～
26
日（
火
）

9
時
～
16
時（
土
・
日
・
月
曜
を
除
く
）

※（
公
財
）木
曽
三
川
水
源
地
域
対
策
基
金「
上

下
流
交
流
事
業
助
成
金
」
を
受
け
実
施
。

【
（A） 

（B）
申
込
み
、お
問
い
合
せ
】

揖
斐
川
町
水
源
地
域
ビ
ジ
ョ
ン
推
進
事
務
所

℡
５
２
‒
０
１
６
６（
月
曜
休
館
）

 

７
月
の
「
星
を
見
る
会
」

■
開
催
日　
７
月
９
日（
土
）
20
時
半
～

■
観
察
天
体　
木
星
、
火
星
、
土
星
な
ど

■
場
所　
西
美
濃
天
文
台

 

　
（
揖
斐
川
町
鶴
見
）

■
参
加
費　
小
学
生
以
上
１
０
０
円

【
申
込
み
、
お
問
い
合
せ
】

藤
橋
城
・
西
美
濃
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム　

℡
５
２
‒
２
６
１
１（
月
・
火
曜
休
館
）

揖
斐
川
町
の
自
然
を
楽
し
も
う
！�

■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■

体
験
型
イ
ベ
ン
ト
の
ご
案
内

上空から見た横山ダム
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保護者の仕事や病気・私的理由で、家庭で保育
できない子どもを一時的に保育します。
利用するには事前に申込みをしてください。
■対象児童　未就園児　　■保育場所　いび幼児園
■利用時間　１日８時間まで（１か月につき14日以内）
■利用金額
　【３歳未満児】４時間まで 1,000円  ８時間まで 2,000円
　【３歳以上児】４時間まで    800円  ８時間まで 1,600円
■申込先　いび幼児園　℡22-0420

「
手
話
」を

�

学
ん
で
み
ま
せ
ん
か

揖
斐
郡
３
町
が
合
同
で
、
入
門
編
の
手
話

講
座
を
開
催
し
ま
す
。

■
講
座
の
日
程

平
成
28
年
９
月
７
日（
水
）
～

平
成
29
年
３
月
22
日（
水
）
※
全
26
回

毎
週
水
曜
日
19
時
か
ら
21
時

　
　
　
　
（
1
回
約
２
時
間
の
講
習
）

■
講
義
の
会
場

大
野
町
総
合
町
民
セ
ン
タ
ー

■
内
容
　
　

簡
単
な
手
話
表
現
の
習
得
か
ら
、
自
己
紹

介
や
日
常
会
話
ま
で
を
学
ぶ
。

※
翌
年
は
、
手
話
奉
仕
員
養
成
講
座（
基
礎

講
座
）
を
開
講
予
定
。

■
対
象

手
話
経
験
の
な
い
18
歳
以
上
の
初
心
者

■
定
員　
10
人

（
大
野
町
、
池
田
町
の
受
講
者
各
10
人
、

合
計
30
人
で
と
も
に
学
ぶ
）

■
費
用

受
講
料　

不
要

テ
キ
ス
ト
代　

３
２
４
０
円

■
申
込
方
法�

　

往
復
は
が
き
に
、
①
講
座
名（
手
話
奉
仕

員
養
成
講
座
）、
②
住
所
、
③
氏
名
、
④

ふ
り
が
な
、
⑤
電
話
番
号
、
⑥
年
齢
を
明

記
し
、
次
の
宛
先
ま
で
郵
送
し
て
く
だ
さ

い
。

　

〒
５
０
０
‒
８
３
８
４

　

岐
阜
市
藪
田
南
５
‒
14
‒
53

　

県
民
ふ
れ
あ
い
福
寿
会
館
６
階

　

一
般
社
団
法
人
岐
阜
県
聴
覚
障
害
者
協
会

■
応
募
締
切　
８
月
19
日（
金
）
必
着

　　　〒500-8384

岐阜市藪田南5-14-53
県民ふれあい福寿会館6階

一般社団法人
岐阜県聴覚障害者協会
� 御中

　

※白紙のまま発送します。

（返信の文面）

　　　〒501-○○××

揖斐川町○○××番地

　揖　斐　花　子　宛

（返信の宛名面）

①揖斐川町手話奉仕員
� 養成講座
②揖斐郡揖斐川町○○�
� ××番地
③揖斐花子
④いびはなこ
⑤0585（22）○○××
⑥年齢

（往信の文面）

自　衛　官　募　集
【お問い合せ】� 自衛隊岐阜地方協力本部�大垣地域事務所　
� 　大垣市林町5-18　光和ビル2階　℡0584-73-1150

※
受
験
資
格
の
年
齢
は
各
種
目
と
も
平
成
29
年
４
月

１
日
現
在
で
す
。

※
平
成
29
年
３
月
高
等
学
校
卒
業
予
定
者

　

ま
た
は
中
等
教
育
学
校
卒
業
予
定
者
の
た
め
の
採

用
試
験
は
、
原
則
と
し
て
平
成
28
年
９
月
16
日
以

降
に
行
い
ま
す
。

一 時 保 育

（往信の宛名面）

【往復はがきの記載方法】
（揖斐花子さんが受講を希望する場合）

◇
揖
斐
川
町
役
場
へ

５
月
25
日（
水
）、
元
消
防
団
長
の
橋
本
利

弘
さ
ん（
揖
斐
川
町
小
津
）
か
ら
、
長
年
、

消
防
団
で
お
世
話
に
な
っ
た
と
い
う
お
気
持

ち
に
よ
り
寄
附
金
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

◇
熊
本
地
震
災
害
に
対
す
る
義
援
金

・
揖
斐
川
町
赤
十
字
奉
仕
団

揖
斐
川
分
団�

４
万　

１
０
５
円

・
同　

久
瀬
分
団�

１
万
５
１
７
６
円

・
同　

総
会
に
て�

１
万
９
９
９
０
円

　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

募集種目 受験資格 受　付　期　間 試　験　期　日

自衛官
候補生

18歳以上
27歳未満の者

男子 年間を通じて
受付 受付時にお知らせします

女子 8月1日
　  ～ 9月8日 9月23日～ 27日のうち1日

一般曹
候補生

18歳以上
27歳未満の者

　
7月1日～ 9月8日

【１次】9月16日・17日のうち1日
【２次】10月6日～ 12日のうち1日

航　空
学　生

高卒（見込含）
21歳未満の者

【１次】9月22日
【２次】10月15日～ 20日のうち1日
【３次】11月12日～ 12月15日のうち5日間

子育て
支援情報
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宇
佐
美　

竹
芳
さ
ん（
谷
汲
大
洞
）

　

５
月
３
日（
火
） 

95
歳

こ
の
度
、
次
の
方
が
長
寿
者
褒

賞
を
受
け
ら
れ
、
長
寿
の
お
祝
い

と
褒
賞
金
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

（
平
成
28
年
5
月
分
）

皆
さ
ん
、
こ
れ
か
ら
も
お
元
気

で
長
生
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

寿
長
ご

さ
ん

今
月
の

大
郷　

志
ず
ゑ
さ
ん（
春
日
中
山
）

　

５
月
５
日（
木
）　

95
歳

中
川　

き
さ
さ
ん（
西
横
山
）

　

５
月
５
日（
木
）　

95
歳

渡
邊　

い
ち
ゑ
さ
ん（
房
島
）

　

５
月
13
日（
金
）　

95
歳

【お問い合せ先】坂内観光協会
坂内振興事務所地域振興課内　℡ 53-2111

　　　　夜叉ヶ池伝説道中まつり
　7月23日（土）15時～　遊らんど坂内特設会場
第28回 夜叉ヶ池伝説

マラニック
23日（土）～24日（日）

同時開催

川を安全に楽しむために
こんな時は川に入らず、入っていればすぐに出ましょう。
◆大雨や洪水の注意報・警報が発表されているとき	 ◆雨が降ってきたとき
◆川の上流の空に雨雲や入道雲が見えるとき	 ◆雷が鳴りだしたとき	 ◆水かさが増えてきたとき

川遊びが楽しいこれからのシーズン。
川には、急な増水などとても危険な一面もあります。次のことにご注意を！

岐阜県揖斐土木事務所　河川安全利用推進協議会　℡23-1111

・岸から見ると穏やかな場所も、実際は、「急な流れの変化」や「川底へ強く引き込まれる流れ」により、
　危険な場合があります。
・川へ入るときは、ライフジャケットをきちんと着けましょう。
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広報いびがわ2016年6月25日発行　No.
 137

広報掲載希望の方は届出の際、窓口にて「広報掲載申込書」をお出しください。
窓口では、婚姻、養子縁組などの戸籍届出に来られた方の本人確認を行っています。（詳細は町のホームページに掲載）

【編集・発行】　揖斐川町役場　企画部政策広報課
〒５０１-０６９２　岐阜県揖斐郡揖斐川町三輪１３３番地　ＴＥＬ０５８５-２２-２１１１　ＦＡＸ０５８５-２２-４４９６　ＵＲＬｈｔｔｐ://ｗｗｗ.ｔｏｗｎ.ｉｂｉｇａｗａ.lg.ｊｐ/

夫 妻

成 瀬 純 己 （ 南 方 ） 大 野 里 沙 （山県市）

山 本 靖 博 （大野町） 澤 崎 　 愛 （ 南 方 ）

堀 　 智 貴 （ 島 ） 鷲 見 百 香 （岐阜市）

小 寺 健 太 （春日川合） 竹　中　彩由美 （大野町）

森 　 専 正 （ 乙 原 ） 禿 　 奈 穂 （養老町）

地　区 赤 ち ゃ ん お父さん お母さん

北 方 ７ 区 𠮷
よし

田
だ

優
ゆう

花
か

孝 敏 曉  子
桂 太

おお
田
た

有
あ

美
み

克 洋 未 貴
間 田 瀬 渡

わた
邊
なべ

雅
まさ

之
ゆき

浩 二 侑 子
緑 ヶ 丘 早

はや
見
み

洛
ら

生
い

広 明 優美子
前 島 山

やま
口
ぐち

瑚
こ

華
はる

松 則 美 紀
下 町 加

か
藤
とう

愛
め

唯
い

剛 司 マ ミ
志 津 山 大

おお
　山

やま
　咲

え
水
み

織
り

純　　 彩 水
長 良 岡

おか
部
べ

留
る

奈
な

成 俊 瑠里子
長 良 岡

おか
部
べ

璃
り

奈
な

成 俊 瑠里子
五 反 田 松

まつ
井
い

昴
すば

頼
る

祐 太 実 加
東 瀬 古 山

やま
﨑
ざき

和
かず

樹
き

大 輔 奈都紀
谷 汲 徳 積 不

ふ
破
わ

歩
あゆ

夢
む

崇 王 夏 希

地　区 氏 　 名 年齢

北 方 ３ 区 折 戸 正 良 87
大 和 台 宮 部 勇 夫 80
長 良 大　野　たかを 90
清 水 古 田 春 子 95
五 反 田 安 達 範 雄 89
市 場 清 水 ふ 96
黒 田 岩 井 貞 子 86
谷 汲 深 坂 浅 野 幸 男 81
谷 汲 徳 積 髙 橋 重 夫 89
谷 汲 長 瀬 山　本　ヤヱ子 89
春 日 小 宮 神 藤 原 輝 市 96
春 日 小 宮 神 藤　原　とよゑ 89
乙 原 高 橋 忠 吾 90
坂 内 坂 本 田 中 ユ リ 85

婚姻　幾久しくお幸せに Marriage Okuyami

Population

死亡　おくやみ申し上げます

人口

出生　お誕生おめでとう Birth

平成28年５月届出分窓口だより

人口（対前月比） 男 女 世帯数（対前月比）

合　　 計 22,184（ － 22）10,602 11,582 7,967（ 0）

揖斐川地域 16,450（ － 20） 7,901 8,549 5,625（ 0）

谷 汲 地 域 3,129（ － 3） 1,494 1,635 1,116（ 0）

春 日 地 域 1,034（ 0） 492 542 477（ 0）

久 瀬 地 域 953（ 2） 444 509 397（ 0）

藤 橋 地 域 224（ 0） 106 118 137（ 0）

坂 内 地 域 394（ － 1） 165 229 215（ 0）

〈平成 28 年 5 月 31 日現在〉

納期限のお知らせ7月の主な行事
20日（水） ・町小中学校・組合立小学校
   １学期終業式
23日（土） ・夜叉ヶ池伝説道中まつり
23日（土）～24日（日）
 ・夜叉ヶ池伝説マラニック

６月 30日（木） 町（県）民税（１期分・全期前納分）

 国民健康保険税 ( ２期分 )

納め忘れのないように早めに納めましょう。
また、口座振替で納付されている方は、納期限前日までに預貯金
残額の確認と入金をお願いします。

※町税などの納付は安全で便利な口座振替で
※コンビニでも納付できます
※家屋を取り壊したら届出をお忘れなく
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